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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第２四半期連結
累計期間

第45期
第２四半期連結
累計期間

第44期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 39,764 36,147 78,635

経常利益または経常損失（△）

（百万円）
1,275 △63 1,513

四半期（当期）純利益（百万円） 563 23 1,092

四半期包括利益または包括利益

（百万円）
492 △49 1,153

純資産額（百万円） 25,248 25,569 25,910

総資産額（百万円） 84,676 83,041 85,340

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
15.48 0.64 29.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 29.8 30.8 30.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,813 1,425 4,624

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
229 △30 549

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,629 △1,770 △4,411

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
2,954 2,926 3,302

　

回次
第44期

第２四半期連結
会計期間

第45期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

または１株当たり四半期

純損失金額（△）（円）

4.29 △0.38

（注）１  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高等の金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

３  売上高には消費税等は含まれておりません。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５  第44期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当企業集団が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な

関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業集団が判断したものであ

ります。

（１）業績の状況

①業績及び経営成績の分析

  当第２四半期連結累計期間（平成23年４月～平成23年９月）における建設業界は、東日本大震災の影響や、急速な

円高、海外経済の下振れ懸念により、民間設備投資や公共工事の一部が先送りされるなど市場の縮小傾向が続く、先行

きの見えない経営環境で推移いたしました。

  このような経営環境のもとで、当企業集団は採算性を重視した受注活動を行うなど、収益力の向上に努めてまいり

ましたが、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は36,147百万円（前年同四半期比9.1％減）となりました。

また、利益面におきましては、営業利益4百万円（前年同四半期比99.7％減）、経常損失63百万円（前年同四半期は経

常利益1,275百万円）、四半期純利益は23百万円（前年同四半期比95.8％減）となりました。

　

  セグメント別の概況は、以下のとおりであります。

（仮設鋼材事業）　

  仮設鋼材事業におきましては、全国的に建設需要が大きく低迷したため、売上数量が減少し、売上高は31,940百万円

（前年同四半期比12.0％減）となり、経常損失595百万円（前年同四半期は経常利益1,228百万円）の計上を余儀なく

されました。

　

（建設機械事業）　

  建設機械事業におきましては、震災復興関連や節電対策等により、発電機や高所作業車の稼働率が改善し、レンタル

料単価が底入れしたことから、売上高は5,731百万円（前年同四半期比8.9％増）となりました。

  また、平成22年３月期に実施した事業再編を含む抜本的収益改善策等の効果もあり、経常利益は588百万円（前年同

四半期比248.3％増）となりました。　

　

②財政状態の分析

（資産の部）

  当第２四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末と比較して2,299百万円（2.7％）減少し、

83,041百万円となりました。

  これは主に、受取手形及び売掛金が3,038百万円減少したことによるものであります。

（負債の部）

  当第２四半期連結会計期間末における負債の部は、前連結会計年度末と比較して1,958百万円（3.3％）減少し、

57,472百万円となりました。

  これは主に、リース債務が883百万円減少したこと、支払手形及び買掛金が497百万円減少したことによるものであ

ります。

（純資産の部）

  当第２四半期連結会計期間末における純資産の部は、前連結会計年度末と比較して341百万円（1.3％）減少し、

25,569百万円となりました。

  これは主に、四半期純利益23百万円を計上した一方で、前期末配当金291百万円（１株当たり8円）の支払いを実施

したこと、その他有価証券評価差額金が73百万円減少したことによるものであります。
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（２）キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末と比較して376

百万円（11.4％）減少し、2,926百万円となりました。

  なお、各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,425百万円（前年同四半期2,813百万

円）となりました。

  これは主に、売上債権の減少による資金増加が3,183百万円となった一方で、たな卸資産の増加による資金減少が

1,501百万円となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

  当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△30百万円（前年同四半期229百万

円）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△1,770百万円（前年同四半期△2,629

百万円）となりました。

  これは主に、ファイナンス・リース債務の返済による支出が1,479百万円、前期末配当金の支払額が291百万円と

なったことによるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結累計期間において、当企業集団が対処すべき課題について、重要な変更または新たに生じた

課題はありません。

（４）研究開発活動

  当第２四半期連結累計期間における当企業集団の研究開発活動の金額は、5百万円であります。

  なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 97,500,000

計 97,500,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月１日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 36,436,125 36,436,125
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 36,436,125 36,436,125 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
― 36,436 ― 4,398 ― 4,596
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２番３号 14,298 39.24

ＪＦＥ商事株式会社 大阪市北区堂島１丁目６番20号 7,195 19.75

ジェコス取引先持株会 東京都中央区日本橋小網町６番７号 1,245 3.42

ジェコス社員持株会 東京都中央区日本橋小網町６番７号 763 2.09

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 738 2.02

ＪＦＥ商事石油販売株式会社 岡山県倉敷市水島西通１丁目1938番地１ 523 1.43

ＪＦＥ商事コイルセンター

株式会社
横浜市金沢区鳥浜町７番地 511 1.40

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口４）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 473 1.30

CBNY DFA INTL SMALL CAP

VALUE PORTFOLIO
388 GREENWICH STREET, NY, NY 10013, USA

453 1.24
(常任代理人　シティバンク銀

行株式会社）
（東京都品川区東品川２丁目３番14号）  

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 432 1.19

計 ― 26,630 73.09

（注）１  ＪＦＥ商事株式会社の住所は、株主名簿上に記載された登記上の本店所在地であり、東京本社の住所は東京

都千代田区大手町２丁目７番１号であります。

２  日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信

託口４）の所有株式は、信託業務に係るものであります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

30,500 ―
―

完全議決権株式（その他）
普通株式

36,336,200 363,362
―

単元未満株式
普通株式

69,425 ―

１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 36,436,125 ― ―

総株主の議決権 ― 363,362 ―

（注）１  「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２  「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名

義の株式が、それぞれ1,500株（議決権15個）及び９株含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ジェコス株式会社
東京都中央区日本

橋小網町６番７号
30,500 ― 30,500 0.08

計 － 30,500 ― 30,500 0.08

（注）  上記「自己株式等」は、全て当社保有の自己株式であります。

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,302 2,926

受取手形及び売掛金 27,680 24,642

建設仮設材 23,306 24,378

商品 1,719 2,043

製品 493 512

仕掛品 243 334

原材料及び貯蔵品 380 375

その他 ※2
 1,584

※2
 1,442

貸倒引当金 △549 △640

流動資産合計 58,158 56,012

固定資産

有形固定資産

賃貸用建設機械(純額） 347 440

建物及び構築物（純額） 3,542 3,396

土地 13,318 13,311

リース資産（純額） 3,712 3,401

その他（純額） 1,121 1,006

有形固定資産合計 22,040 21,554

無形固定資産 421 586

投資その他の資産

投資有価証券 2,254 2,195

その他 3,132 3,283

貸倒引当金 △665 △589

投資その他の資産合計 4,722 4,889

固定資産合計 27,183 27,030

資産合計 85,340 83,041
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,780 22,283

短期借入金 25,250 25,250

リース債務 2,884 2,500

未払法人税等 78 187

賞与引当金 485 531

引当金 226 89

その他 1,993 1,399

流動負債合計 53,696 52,239

固定負債

リース債務 3,182 2,683

再評価に係る繰延税金負債 2,204 2,201

引当金 333 340

その他 16 9

固定負債合計 5,734 5,233

負債合計 59,431 57,472

純資産の部

株主資本

資本金 4,398 4,398

資本剰余金 4,596 4,596

利益剰余金 18,230 17,966

自己株式 △14 △15

株主資本合計 27,209 26,945

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 174 101

土地再評価差額金 △1,473 △1,477

その他の包括利益累計額合計 △1,299 △1,376

純資産合計 25,910 25,569

負債純資産合計 85,340 83,041
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 39,764 36,147

売上原価 32,848 30,131

売上総利益 6,916 6,016

販売費及び一般管理費 ※1
 5,520

※1
 6,012

営業利益 1,396 4

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 6 14

投資有価証券売却益 1 －

持分法による投資利益 62 59

固定資産処分益 73 8

貸倒引当金戻入額 6 66

その他 77 28

営業外収益合計 226 176

営業外費用

支払利息 304 222

手形売却損 18 14

その他 25 7

営業外費用合計 347 243

経常利益又は経常損失（△） 1,275 △63

特別損失

投資有価証券評価損 33 －

減損損失 9 6

特別退職金 205 －

特別損失合計 247 6

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,028 △69

法人税、住民税及び事業税 79 174

法人税等調整額 386 △267

法人税等合計 465 △92

少数株主損益調整前四半期純利益 563 23

少数株主利益 － －

四半期純利益 563 23
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 563 23

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △72 △73

その他の包括利益合計 △72 △73

四半期包括利益 492 △49

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 492 △49

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

1,028 △69

減価償却費 1,503 1,132

減損損失 9 6

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 33 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △122 14

賞与引当金の増減額（△は減少） △215 46

退職給付引当金の増減額（△は減少） △56 6

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △52 1

受取利息及び受取配当金 △7 △15

支払利息 304 222

持分法による投資損益（△は益） △62 △59

売上債権の増減額（△は増加） 550 3,183

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,996 △1,501

仕入債務の増減額（△は減少） △1,200 △517

その他 △1,585 △790

小計 3,126 1,661

利息及び配当金の受取額 24 32

利息の支払額 △306 △225

法人税等の支払額 △30 △43

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,813 1,425

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △232 △122

有形固定資産の売却による収入 514 139

投資有価証券の取得による支出 △3 △2

投資有価証券の売却による収入 7 －

その他 △56 △45

投資活動によるキャッシュ・フロー 229 △30

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,519 △1,479

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △110 △291

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,629 △1,770

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 413 △376

現金及び現金同等物の期首残高 2,540 3,302

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,954 2,926
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

連結の範囲の重要な変更　

　㈱レクノス西日本は、当第２四半期連結会計期間において清算結了したため、連結の範囲から除外しております。

　

【会計方針の変更等】

  該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

  １  受取手形裏書譲渡高   １  受取手形裏書譲渡高

133　百万円 167　百万円

※２  手形売却未収入金

  流動資産の「その他」には、手形債権流動化による留保

部分が761百万円含まれております。なお、これに対応する

手形譲渡残高は3,107百万円であります。

※２  手形売却未収入金

  流動資産の「その他」には、手形債権流動化による留保

部分が622百万円含まれております。なお、これに対応する

手形譲渡残高は2,437百万円であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

  ※１  販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

  ※１  販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

給与諸手当 1,858百万円

賞与引当金繰入額 477　

退職給付費用 239　

賃借料 490　

減価償却費 271　

貸倒引当金繰入額 120百万円

給与諸手当 2,145　

賞与引当金繰入額 456　

退職給付費用 307　

賃借料 462　

減価償却費 241　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 2,954百万円 2,926百万円

預入期間が３か月を越える定期預金 ― ―

現金及び現金同等物 2,954 2,926
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 109 3

平成22年

３月31日

平成22年

６月28日
利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 291 8

平成23年

３月31日

平成23年

６月27日
利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 仮設鋼材 建設機械 合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 35,565 4,199 39,764 － 39,764
セグメント間の内部売上高又は
振替高

719 1,062 1,781△1,781 －

計 36,284 5,261 41,545△1,781 39,764

セグメント利益 1,228 169 1,396 △121 1,275

（注）１  セグメント利益の調整額は、連結調整△121百万円であります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。　

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

  該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

  該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

  該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 仮設鋼材 建設機械 合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 31,331 4,815 36,147 － 36,147
セグメント間の内部売上高又は
振替高

608 915 1,523△1,523 －

計 31,940 5,731 37,670△1,523 36,147

セグメント利益又は損失（△） △595 588 △7 △55 △63

（注）１  セグメント利益又は損失（△）の調整額は、連結調整△55百万円であります。 

２  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益又は経常損失（△）と調整を

行っております。　

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

  該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

  該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

  該当事項はありません。

　

（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がなく、か

つ、事業の運営における重要性が認められないため、記載を省略しております。　

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がなく、か

つ、事業の運営における重要性が認められないため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円48銭 0円64銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 563 23

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 563 23

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,407 36,406

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月１日

ジェコス株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中島  康晴    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 市之瀬  申    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中村  裕輔    印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジェコス株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジェコス株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
　
（注）１  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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